
アドバイス
過去問題

or
模擬問題

アドバイス
過去問題

or
模擬問題

真宗学科 ◯ ×

仏教学科 ◯ ×

哲学科 ◯ × ◯ ×

歴史学科 ◯ ◯

文学科 × ◯

現代社会学科 ◯ × ◯ ×

コミュニティ
デザイン学科

× ◯ × ◯

教育学科
初等教育コース

◯ ×

教育学科
幼児教育コース

◯ ◯ ◯ ×

国際文化学科 × ◯

2024年度アドミッション・オフィス入試対策一覧

学科

（各学科の詳細は、次頁以降をご参照ください。）

実施なし

小論文 セミナー

実施なし

実施なし

実施なし

実施なし

実施なし



真宗学科

▼アドバイス
　①学長講義・学科講義を聴いたうえで小論文を作成。あらかじめ下書きしてくることはできないので、他者の話を聞き、要点をまとめる訓練を
　　すること。
　②大谷大学、なかでも特に真宗学科で学ぶことを通して自分が何を考え明らかにしたいのかが問われるので、事前にホームページやキャンパス
　　ライフ等の資料をよく読んで、下調べをしておく。特に「学科が求める学生像」をよく読んで、授業の具体的イメージをもつようにする。
　③日頃の生活の中で経験したことや社会の中で起こる出来事に関心を持ち、それについてどの点がなぜ気になるのかを200～400字程度の文章に
　　する訓練を行っておく。
　④さまざまな分野の本や文章（評論やエッセー等）を読むことに日頃から積極的に取り組む。
　⑤真宗学科では国語・古文・漢文が全授業で必要とされるので、以上に関して高校卒業までに学ぶべき基礎を習得して大学に入学すること。

仏教学科

▼アドバイス
　①AP「学科が求める学生像」の1に示されている意欲、2に示されている総合的な能力・知識の有無を問う。
　②試験当日は、まず講義（45分）を行う。講義では仏典の一節を取り上げ、そこにどんな意味が込められているかをわかりやすく説明する。
　　ノートを取りながらしっかりと講義を聴き、内容を理解すること。
　③その上で、講義内容のまとめと、それに対する自身の考えをまとめた計800字の小論文を書いてもらう（90分）。
　④小論文の内容と、出願時の提出書類（エントリーシート）によって、第1次審査を行う。

【小論文の評価ポイント】
　　１．講義内容を理解できているかどうか
　　２．仏教に対する自身の「問い」を、講義内容と関係させながら文章で表現できているかどうか
　※ 講義内容を十分に理解するために、あらかじめ仏教がアジアのどの地域に広がっているのかを調べておくこと。
　　 また、仏教に何を求めるのか、仏教の何を学ぶのかをよく考えて臨むこと。仏教に対する貪欲なまでもの知識欲も必要。

哲学科

▼アドバイス
　①哲学に関する講義の後に論文のテーマを提示し、論文を書いてもらう。
　②講義を的確に聴き取り、それに対する自分の意見を論理的に（順を追って、説得力をもって）表現できるように練習をしておくこと。
　③哲学科では哲学書を読む力が必要になるため、日頃から本を読む習慣をつけておくこと。

歴史学科

▼アドバイス
　講義は「歴史学入門」をテーマとしたもので、歴史学はどういう学問か、歴史学を学ぶ目的、方法論（先行研究の精読と整理による課題設定、
　史料の読解）などの内容を扱う。

▼過去問題
　歴史を研究するうえで大切なことは何か？学科講義の内容をふまえて、自身の考えを、その理由も含めて論述しなさい
　（これまでに読んだ歴史学に関する本などの内容に触れてもよい）。（1000字以内）

文学科

▼過去問題
　文学についての講義を聴いたうえで、講義内容について論述する（600字以内）。

▼参考資料
　あり

現代社会学科

▼アドバイス
　①学科教員によるミニ講義聴講（30分）
　②社会学分野に関連する課題文（800～1000字程度）読解のうえ、①と②の内容を踏まえた小論文（800～1000字程度）を作成する。
　　試験時間は80分。社会学を学ぶ上での総合的な基礎学力を判定する。

コミュニティ
デザイン学科

▼過去問題
　以下の｢1.｣～｢3.｣について講義内容をふまえて､あなたの考えを論述しなさい｡
　１．｢身近な地域コミュニティにおいて生起する(生じる)諸課題｣のうち､あなたが特に関心がある､あるいは解決したいと考えている課題にはど
　　　のようなものがありますか｡できるだけ具体的に挙げてください｡
  ２．｢1.｣で挙げた課題が生じる原因や背景には､どのようなことが挙げられますか｡
　３．｢1.｣で挙げた課題を解決するために､｢誰が｣｢どのような取り組みを行うこと｣が有効だと考えますか｡なお､解決策は複数でもかまいません｡

▼参考資料
　あり

教育学科
初等教育コース

▼アドバイス
　①教員志望への思い、抱負や具体的な努力目標などを明確にしておく。
　②小学校で実際に授業をするという場面をイメージしておく。
　③オープンキャンパスの初等教育コースのブースではAO入試について詳しく解説するので、ブースをたずねること。

教育学科
幼児教育コース

▼アドバイス
　オープンキャンパスの幼児教育コースのブースでAO入試について詳しく解説するので、ブースをたずねること。

▼過去問題
　幼児教育・保育に関する講義を聴き、講義内容をまとめたうえで自分の意見について述べる（800文字以内【まとめ400文字､意見400文字】）

国際文化学科

▼過去問題
　グローバリゼーションとグローカリゼーションについての講義を聴いたうえで、社会のグローバル化について論述する（1200字以内）

2024年度 アドミッション・オフィス入試ポイント解説
小論文



哲学科

▼アドバイス
　①哲学的なテーマを提示し、グループディスカッションを行う。
　②他者の意見を的確に聴き取り、それに対する自分の意見を論理的に（順を追って、説得力をもって）表現できるかどうかを確認する。

現代社会学科

▼アドバイス
　90分のセミナー型入試を行う。はじめに10分程度の課題説明がある。
　その後班分けを行い、班ごとの話し合いとプレゼンテーション準備、そして各班によるプレゼンテーションおよび質疑応答と進む。
　多様な意見に向き合いながら、自分と異なる意見を持つ人たちの間で意思疎通を図り、共通了解を作り上げる能力を判定する。

コミュニティ
デザイン学科

▼過去問題
　あなたたちは京都府の地方都市である大谷市の市役所において、地域振興策の立案を担当するメンバーである。次に挙げる「大谷市の概要」
　及び先週の講義内容を踏まえて、人口減少や地方経済の縮小などの課題の解決につながる「ワクワクする地域振興策」を考えなさい。
　なお、地域振興策は、最初に個人で考えた後に、グループで話し合い、最終的にはグループで４分間の発表としてまとめること。

▼参考資料
　あり

教育学科
幼児教育コース

▼アドバイス
　動きやすい服装で来ること

2024年度 アドミッション・オフィス入試ポイント解説
セミナー


